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（1） 会報131号の発行 （１月２６日）

（２） 会員研究発表 （２月２７日）

演題：「ペリー来航から橋本決戦への歴史を辿る」

講師：谷村 勉氏 （代表幹事）

参加者：３３名

（３） 会報１３２号の発行予定 （３月３０日）

４月２５日（土） 講演と交流の集い

講師：西 中道氏

場所：文化センター

６月 会員研究発表

「八幡の歴史を探究する会」

１．令和７年度の活動状況（１月～３月）

登録団体の事業&活動ニュース

センター施設利用のご案内
活動センター施設（団体活動室及びコピー機、印刷機、ロッカー等）をご利用いただくには、団体登録（無料）が必要です。
＜登録にあたっての注意点＞
◎活動内容がＮＰＯ団体等の市民の自主的で営利を目的としない社会に貢献する活動であること。

◎活動センターの目的の一つである「団体同士の連携やネットワークづくり」「施設運営」に協力できること。

◎利用禁止事項の遵守 政治・宗教・営利目的活動、公の秩序又は公序良俗に反する活動をしないこと。
以上の注意点を了承いただき、登録申請書、規約、活動の分かる資料とともに活動センター事務室スタッフまでご提出下さい。

◎上記の注意事項を徹底することが難しい利用については、お申込をお断りする場合がございますのでご了承下さい。

●所在地 〒614-8022
八幡市八幡東浦５（旧八幡東小学校 南棟1階）
京阪バス・コミュニティバスやわた「八幡東浦」
下車北へ徒歩100ｍ ※敷地内駐車場スペースあり

●電 話・FAX 075-925-5748
●メール ywt-npo.support@kcf.biglobe.ne.jp
●ホームページ
http://www.city.yawata.kyoto.jp/0000004546.html

●開館日と開館時間
月・火・水・金・土 午前９時～午後６時
（年末年始・祝日を除く）※事務室スタッフは開館日の開館時間在室
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２．今後の予定



「八幡自然塾」

外鼻孔とは「鼻の穴」のことです。

鳥類の外鼻孔も人間と同じで呼吸をする役割を持ち、外から

みえるところにあるはずですが、カワウの外鼻孔は外からで

は見えない上顎の中にあります。

そのため、口を閉じるだけで水が入らなくなり、水泳選手

のように鼻栓をつける必要がないという利点があります。

しかし、幼鳥の頃には外鼻孔はくちばしの外にあります。

成長にともない、外鼻孔が上顎の中に隠れるのは水辺に生息

するカワウという種の自然な進化といえます。

やわた観光ガイド協会（八幡市観光協会内）電話 075-981-1141

「やわた観光ガイド協会」

開催日時：令和８年４月２１日（火）午前10時～午後1時

対 象 者：八幡市又は近隣市町村に在住または在勤で、文化や歴史等に

関心があり、自ら学ぶ意欲がある方。また、受講後に観光ガイド

協会へ入会し、学びながら観光ボランティアガイドとして

活動してくれる方。

募集定員：10名程度

会 場：八幡市文化センター講習室

講習内容：「八幡市の観光について」「石清水八幡宮について」

「やわた観光ガイド協会について」

参加申込：令和８年４月１５日（水）迄に、八幡市観光協会へお申込下さい。

八幡市観光協会（ 電話：075-981-1141）

「観光ボランティアガイド募集講座」の受講者募集について

私達と一緒に小さな

社会貢献をしませんか。

皆様のご参加をお待ち

しています。

「駅近の山歩き」コースとして、近畿一円からの人気コースとなっているのが

「こもれび」ルート。巨岩の航海記念塔から空を見上げると、いきなり渓谷の

景色がそこにあります。高木のモミジを中心にエノキ・タラヨウ・杉などが緑

のグラデーションを描きます。

桜の見頃はもう少しあと。ここでの花見はやっぱりアーコレード桜。

前住職夫妻が 25 年ほど前から少しずつ苗から育て増やされてきたもので、駅

前から神応寺を見上げると見事な桜が見られます。

山の中腹には、山桜や有明、陽光、御衣黄などが次々と咲きだし、高速道路か

らでもその姿を望むことができます。

八幡 clip 福田信子

「八幡Clip」


